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    竹田潔先生は一貫して免疫制御の観点から、疾患の治療法開発を
目指して研究されています。特に IL6 の下流の転写因子の機能解
明に始まり、自然免疫、粘膜免疫、腸管免疫と疾患の関係へと研究
を展開され、その功績により大阪科学賞、ベルツ賞など多くの賞
を受賞されています。また、そのお仕事は世界中で引用され、Highly 
Cited Researchers 2015 にも選ばれています。この度、最近の研
究成果を含め、ご講演を拝聴すべくお招き致しましたので、皆様
のご参集をよろしくお願い致します。 
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